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人の活動／主張／原発事故１５年　
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今
週
の
紙
面

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです。あなたも一緒に

新　日　本　婦　人　の　会　目　的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生

命をまもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻

止します。

☆生活の向上、女性の権利、子どもの

しあわせのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放

をかちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平

和をうちたてます。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
・
ニ


ヨ

ク
行
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
メ
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カ
市
民
に
核
廃
絶
を
ア
ピ

ル

核
保
有
国
の
横
暴
き
わ
だ
つ

今
こ
そ
、
核
廃
絶
に
ふ
み
出
せ
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第
１１
回
核
不
拡
散
条
約
︵
Ｎ
Ｐ
Ｔ
︶
再
検
討
会
議
が
４

月
２７
日

５
月
２２
日
ま
で

ア
メ
リ
カ
・
ニ


ヨ

ク

の
国
連
本
部
で
開
か
れ
て
い
ま
す

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略

ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン

攻
撃
に
端
を
発
し
た
戦
争
が
続
く
中
で
の
会
議
と
な
り
ま

し
た

核
兵
器
廃
絶
へ
ふ
み
出
す
よ
う
各
国
政
府
に
迫
る

た
め

被
爆
者
と
Ｎ
Ｇ
О
が
現
地
で
行
動
し
ま
し
た


国
連
総
会
の
議
場

４月日、各国ＮＧＯが日本と韓国の被爆者とともにパレード（ニューヨーク땇

ＮＰＴ　떵　ニューヨーク行動

　新婦人は中央本部から由比ヶ浜直子事

務局長と平野恵美子副会長・国際部長、

京都・大阪・広島をはじめ各地から人

以上が参加。日本からは原水爆禁止日本

協議会（日本原水協）人、原水爆被害

者団体協議会（日本被団協땇、原水爆禁

止日本国民会議（原水禁땇、日本生活協

同組合連合会（日本生協連）の４団体な

ど約人。

＜主な日程＞

４月日　国際共同行動（パレード、国

際会議）

　　日　ＮＰＴ会議開会、会議傍聴

　　日　会議傍聴、学校訪問

　　日　４団体サイドイベント、日本

代表部面会、新婦人主催女性

交流会

　　日　日本原水協代表団会議、中満

泉国連軍縮問題担当上級代

表、ＮＰＴ議長と面会、全労

連とレイバーノーツの交流会

５月１日　ＮＰＴ再検討会議ＮＧＯセッ

ション、エジプト・オースト

リア代表と面会、学校訪問、

メーデー

　　２日　労働と社会運動史ウオーキン

グツアー

４月日、新婦人主催の女性交流会には、ニューヨーク州ピースアクションの５人が

参加。彼女らは口々に原水爆禁止世界大会への参加と女性平和基金に支えられたこと

を、땎かけがえのない経験땏と話し、被爆者の体験や訴えを運動に生かしたいと述べた
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ハ
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ン
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大
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力
強
い
コ

ル
が
響
き
ま
し

た

４
月
２６
日

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
を
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真
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新
婦
人
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ペ
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リ
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や

グ
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有
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せ
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と
市

民
に
ア
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ル
し
ま
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た
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２７
日

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
初
日
を
傍
聴

ア
ン
ト
ニ

オ
・
グ
テ
レ
ス
国
連
事
務
総

長
は

核
使
用
の
危
険
の
高

ま
り
に
危
機
感
を
あ
ら
わ
に

し

各
国
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
遵
守

し
軍
縮
と
不
拡
散
へ
の
努
力

を
つ
よ
め
る
よ
う
求
め
ま
し

た

ま
た
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こ
の
日
か
ら
国

連
ロ
ビ

で
日
本
被
団
協
が

原
爆
展
を
開
催
し
て
い
る
こ

と
に
言
及
し
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こ
れ
は
﹁
単

な
る
展
示
で
は
な
く

核
戦

争
が
も
た
ら
す
代
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を
私
た

ち
に
思
い
起
こ
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せ
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警
報

だ
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と
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え
ま
し
た
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に
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し
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ナ
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ち
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強
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し
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に
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し
て
い
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保
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５
カ
国
同
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も

中
国
や
ロ

シ
ア
が
自
ら
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の
責

任
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棚
上
げ
に
し
て

ア
メ

リ
カ

イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン

ス
を
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す
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な
ど
対
立
し

て
い
ま
す

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